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Abstract
This paper introduces research on the mental and physical benefits of cosmetic behaviors from the 1980s to recent 

years, including neuroscience. It discussed the possibility of promoting wellbeing through sensory experiences, and consid-
ered the possibility that the concept of neurocosmetics may link the effects of mind and skin.
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1. 背景と目的

化粧や洗浄といった行為を通して，身体を好ましい状
態に保つ習俗は，古くより人類にとって親しみのある文
化であった。考古資料は，身体の装飾や洗浄が古くか
ら行われていたことを示している。例えば，ネアンデル
タール人は，黄土を体に塗り，鷹の羽を髪に挿すなどの
装飾を行っていたと推測されている 1, 2）。日本において
も，旧石器時代末期以降，酸化鉄の朱色が付着した人
骨が発掘されていることや 2, 3），ヒト型埴輪の顔や体に，
着色や入れ墨と考えられる装飾が認められることから，
化粧に類する身体装飾は古くから行われてきたと確認で
きる 4）。身体の洗浄行為に関しても，古代エジプト王朝
時代の発掘品には，沐浴と香油による皮膚や髪へのケア
の様子が記録されており 5），日本においても奈良時代の
蒸し風呂の記録など，意図的な身体の清潔行動が実践さ
れてきた。このような資料は，身体の装飾と洗浄が，人
類に普遍的な機能を有することを示している。その機能
の一つとして，部族や社会階級の中でのアイデンティ
ティや役割の表示，宗教行事における弔いや禊といった
精神的な儀式性を表現するなど，社会心理的効果が指摘
されてきた。しかし，こういった行為の心理的な効用に
関して，心理学をはじめとする人間科学領域において，
科学的検証や学問的論考を行った研究史は短く，1952

年にMcKeachieが，第一印象に与える口紅の影響を論
じたことが最初と言われる 6, 7）。しかし，阿部ら 7）によ
ると，本格的に香粧品や化粧行為による心理的効用が科
学の研究対象として注目されるには，1985年に Graham
らが，“The psychology of Cosmetic Treatments”と題した
書籍 8）を出版するまでの時間を要したとされる。そして
1980 年代より，国際的に，産学共に，化粧の心理的効
用に関する科学研究が本格化したといえる。
本論文では，日本における香粧品や化粧行為を対象と
した心理学関連領域の研究の過去について概括し，未来
に向けた今後の展開について可能性を議論することを
目的とした。特に，香粧品の目的を皮膚の効果に限定
せず，ウェルビーイングを促進し，個人と社会をエンパ
ワーメントするものとして，背景理論となりうる神経科
学の知見を含めて言及する。

2. 日本における化粧行為および香粧品を対象とした心
理学的研究史

2–1. 黎明期（1980年代から2000年頃）
本分野の研究が本格的に活発化するのは，1980年代
以降であった。1980年代まで研究者の耳目を集めな
かった理由について，阿部らは，香粧品業界が主体と
なって実施していた研究では，営利活動と切り離すため
に，公開されにくかったことが一因ではないかと考察し
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